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25 胆管締腹痛の検討
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【目的 】 胆 管 細 胞癌の画像所見,予後 と臨床病

理 学 的 因子の関係についての報告は少ない,今回

我 々は,組織学的診断の得 られた胆管相月包癌症例

を得たので,その臨床病理学的検討を試みた.

【対象と方法】当院で過去 10年間に,臨床的に

原発腫癌 と診断 され 胆管細胞癌の病理診断を得

た 35例 (外科切除 (2(‖鋸 ,狙撃生検 (13例),

剖 検 (2例),肝門部胆管癌の症例は除いた.)に

つ き,1)画像所札 2)臨床病理学的背景と予後

の 関係につき検討を行った.

E結果と考察】画像所見 :dynamicCTのいず

れ かの相で全例辺縁濃染が観察 されたが,腺癌で

特 徴的とされる平衡相での腫壕内部への造影効

果 増強を認めない症例が約 20%存在 した,臨床

病 理学的背景 と予後の関係 :stageuとそれ以 上

の stage間で予後に有意差があった. これについ

ては, リンパ節転移の有無 (手術所見)が予後国

子 とする報告があるが,今回,術前診断による検

討では, リンパ節転移の有無は, 円憂国 予とはな

らず,上記結栄となった.
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1 心房細動.低 コレステロー ル血症から診断 さ

れた TSTl産生下垂体腺腫の 1例

川村 哲郎 ･関 泰弘 ･青木 悟

片桐 尚*

県立中央病院脳神経外科

刈羽郡総合病院内科*

TSH産生下垂体腺腫は稀である -一方,甲状腺機

能先進には心房細動や低 コレステロ-ル (TC)

血症の合併は良 く知 られている.我々は検診で心

房細動 と低 TC血症 を指摘 されたことで TSH産

生下垂体腺腫の診断に到った 69歳男性 を経験 し

た 6,7年前に検診で心房細動 を指摘 され,2006

年秋には低TC血症 (142mg/dl)を指摘 された.

血清rrSH4,21liIU/ml,汀4339ng/mi とSITSH

を認め,刈羽郡病院で精査 され当科紹介 となっ

た.神経学的異常な し.入院時 汀3 7.18pg/ml,

fr42.64ng/mlと甲状腺機能先進 を認め,血清

TSHはTRHに 3.39から4.07まで しか 上昇せず.

Bromocriptineには抑制 されず,octTeOtideには

3.29から2.02まで軽度抑制 された.MRIで鞍上

進展を示す macroadenomaを認めた.経鼻的下垂

体腺癌摘出術を施行 し,腺癌はTSH とPRLに陽

性であった.術後 TSH1.29,fr35.57,fr41.94と

わずかに高いままであった.心房細動は器質的変

化のため持続 した.


